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〇
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⒂

【
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旨
】

鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
古
今
大
事
』
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
は

な
い
。
同
名
の
異
書
も
あ
る
た
め
、
ま
ず
そ
れ
ら
を
整
理
、
確
認
し
た
。
異
本

と
い
え
る
五
冊
（
合
冊
を
含
む
）
の
う
ち
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図

書
館
蔵
本
『
古
今
和
哥
集
注
』
の
「
古
今
大
事
」
部
分
と
東
北
大
学
狩
野
文
庫

蔵
本
は
、
同
一
の
内
容
で
書
写
奥
書
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
文

明
六
年
二
月
九
日　

上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
の
部
分
に
着
目
し
、
こ
の
人
物
に

肥
後
国
の
隈
部
忠
直
を
比
定
し
た
。
そ
し
て
、
忠
直
の
主
で
あ
る
菊
池
重
朝
の

も
と
で
盛
ん
に
な
っ
た
文
学
活
動
の
一
端
と
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

古
今
大
事
、
上
総
介
、
隈
部
忠
直
、
古
今
伝
授
、
山
辺
赤
人
之
事

一
．
は
じ
め
に

柿
本
人
麻
呂
が
歌
聖
と
し
て
祀
ら
れ
、
数
々
の
伝
説
を
増
幅
さ
せ
て
い
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
『
古
今
集
』
に
ま
つ
わ
る
秘
事
や
古
今
伝
授
の
な
か
で
重
要
な

要
素
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
一
画
を
占
め
る
も
の

に
人
丸
赤
人
二
名
一
人
説
が
あ
る
。
人
丸
が
罪
を
得
て
流
罪
と
な
る
が
、
赦
免

さ
れ
て
再
び
上
京
す
る
際
に
赤
人
と
改
名
し
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
古
今
集
』
仮
名
序
に
「
人
丸
は
赤
人
が
か
み
に
た
む
事
か
た
く
、
あ
か
ひ
と

は
人
ま
ろ
が
し
も
に
た
む
こ
と
か
た
く
な
む
」
と
あ
る
一
方
、
赤
人
の
和
歌
が

一
首
も
入
集
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
人
丸
赤
人
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

人
丸
赤
人
二
名
一
人
説
は
、
こ
れ
ま
で
人
丸
伝
説
の
一
端
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
き
た
が
、
赤
人
伝
説
の
展
開
で
も
あ
る
。
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
に

赤
人
の
出
身
地
を
上
総
国
山
辺
郡
と
す
る
も
の
が
あ
り
、「
古
今
大
事
」
の
「
山

辺
赤
人
之
事
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

（1）

〈
研
究
論
文
〉『

古
今
大
事
』
と
そ
の
書
写
者
「
上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
に
関
す
る
考
察

岡
　
田
　
美
也
子



筆
者
は
赤
人
と
上
総
国
、
特
に
山
辺
郡
と
古
今
伝
授
と
の
関
係
を
探
る
な
か

で
前
稿

1
に
お
い
て
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
古
今
集
注

釈
書
伝
本
書
目
』
（
以
下
『
伝
本
書
目
』
）2
で
「
古
今
大
事
」
の
書
名
の
も
と

に
掲
げ
ら
れ
た
四
冊
の
写
本
の
う
ち
、
京
都
大
学
文
学
部
閲
覧
室
（
国
文
）
蔵

本
（
現
在
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
）
、
東
北
大
学
附
属
図

書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
東
北
大
狩
野
文
庫
本
）
に
書
写
者
と
し
て
「
上

総
介
源
朝
臣
忠
直
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
ま
た
、
『
伝
本
書
目
』
［
Ⅵ
］

巻
頭
一
覧
四
四
一
頁
下
に
東
北
大
狩
野
文
庫
本
の
冒
頭
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
「
赤
人
之
事
口
伝
に
曰
く
」
か
ら
始
ま
り
、
人
丸
が
聖
武
天
皇
の
后
で

あ
る
光
明
皇
后
を
犯
し
て
上
総
国
山
辺
に
流
罪
と
な
っ
た
こ
と
、
許
さ
れ
て
帝

の
師
読
と
し
て
召
し
返
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
こ
の

書
も
上
総
に
伝
来
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
古
今
大
事
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
先
行
研
究
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
書
写
者
に
つ
い
て
も
不
明
と
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
な
か
で
中
古
中
世
の
歌
壇
史
を
ま
と
め
あ
げ
た
井
上
宗
雄
氏
は
、

そ
の
著
書
の
二
箇
所
で
『
古
今
大
事
同
和
歌
集
註
』
（
京
大
研
究
室
蔵
一
冊
）

に
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
、
鎌
倉
末
期
の
古
今
集
の
注
釈
書
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
、
内
容
が

箇
条
書
き
の
序
注
、
「
古
今
大
㕝
」
、
「
古
今
一
首
大
之
大
事
口
伝
書
」
の
三
部

か
ら
な
る
こ
と
、
嘉
暦
二
年
八
月
、
長
禄
二
年
七
月
の
本
奥
書
、
文
明
六
年
源

忠
直
の
書
写
奥
書
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
「
長
禄
の
奥
書
は
信
ず
る

事
が
で
き
そ
う
だ
が
、
嘉
暦
二
年
と
い
う
年
時
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な

い
。
例
の
古
歌
抄
と
同
じ
よ
う
な
態
度
で
、
或
い
は
鎌
倉
末
・
南
北
朝
頃
に
成

立
し
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
」3
と
し
て
い
る
。

「
例
の
古
歌
抄
」
と
い
う
の
は
、
冷
泉
為
相
が
著
し
た
と
さ
れ
る
神
宮
文
庫

蔵
の
小
規
模
な
書
で
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
結
婚
時
の
詞
を
和
歌
と
み
な
す
か

否
か
か
ら
始
ま
り
、
下
照
姫
二
首
歌
考
、
人
丸
・
喜
撰
・
赤
人
・
猿
丸
太
夫
に

関
す
る
伝
奇
的
説
、
七
ケ
条
大
事
等
が
続
き
、
最
後
に
百
和
香
事
が
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
と
「
同
じ
よ
う
な
態
度
」
と
は
お
そ
ら
く
荒
唐
と
い
う
側
面
を
指

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
赤
人
に
つ
い
て
は
、
「
山
辺
赤
人
の
事
」
と
の
条
が
あ

る
も
の
の
、
赤
人
を
つ
く
り
人
で
あ
る
と
し
、
そ
の
名
を
文
字
に
分
解
し
、

山
＝
大
内
山
、
辺
＝
ほ
と
り
、
赤
＝
明
王
の
明
、
人
＝
人
の
中
の
人
＝
帝
王
で

あ
る
と
説
明
し
、
上
総
国
山
辺
郡
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

も
う
一
箇
所
は
、
文
明
前
期
の
地
方
歌
壇
の
動
向
を
示
す
断
片
的
な
資
料
と

し
て
文
明
六
年
の
書
写
奥
書
に
触
れ
、
「
内
容
的
に
格
別
注
意
さ
れ
る
も
の
と

も
思
わ
れ
な
い
が
、
書
写
者
忠
直
の
花
押
は
武
家
様
で
、
や
は
り
武
士
の
好
学

を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
」4
と
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
「
古
今
大
事
」
に
言
及
し
た
外
部
資
料
と
し
て
『
実
隆
公
記
』
の

記
事
が
あ
る
こ
と
が
、
武
井
和
人
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
大
館
刑
部
大
輔
（
＝
尚
氏
）
来
、
『
古
今
大
事
』
等
令
レ

見
之
、
不
慮
事

也
」
（
永
正
7
・
6
・
21
）

《
考
》「
古
今
大
事
」
な
る
外
題
の
古
注
は
、『
國
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、

東
北
大
学
狩
野
・
京
大
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
江
広
貞
注
（
為
相

注
）
の
一
本
（
京
都
府
立
大
学
総
合
資
料
館
蔵
本
）
も
「
古
今
大
事
」
と

題
す
る
。
「
不
慮
」
の
内
容
は
、
二
通
り
に
し
か
考
へ
ら
れ
ま
い
。

（2）



⑴
尚
氏
が
書
物
を
見
せ
る
と
は
、
全
く
意
外
だ
つ
た
。

⑵ 
尚
氏
は
し
ば
し
ば
実
隆
に
書
物
を
見
せ
て
ゐ
た
が
、
今
回
の
『
古
今
大

事
』
に
関
し
て
は
、
ま
さ
か
こ
の
や
う
な
書
物
（
秘
伝
書
）
を
見
せ
ら

れ
る
と
は
、
全
く
意
外
だ
つ
た
。

尚
氏
と
実
隆
と
の
交
流
を
考
へ
れ
ば
、
⑵
を
採
る
べ
き
だ
ら
う
。
尤
も
、

「
等
」
の
一
字
は
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
の
だ
が

5
。

『
実
隆
公
記
』
の
記
事
か
ら
は
、
大
舘
尚
氏
が
所
持
し
て
い
た
「
古
今
大
事
」

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
武
井
氏
は
京
大
本
・
東
北
大

本
の
他
に
、
大
江
広
貞
注
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
章
で
述

べ
る
。
同
書
が
ど
う
い
っ
た
経
由
で
尚
氏
に
伝
わ
っ
た
の
か
。
尚
氏
（
法
名
常

興
）
は
、
有
職
故
実
に
詳
し
く
、
和
歌
や
連
歌
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
、
た
い

へ
ん
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
「
古
今
大
事
」
と
称
さ
れ
る
諸
書
を
整
理
し
た
う
え
で

「
上
総
介
」
に
つ
い
て
洗
い
直
し
た
結
果
、
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年
二
月
九

日
の
「
上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
を
肥
後
国
の
隈
部
忠
直
と
比
定
す
る
考
え
に

到
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
上
総
介
」
に
よ
る
書
写
を
以
て
「
古
今
大
事
」
の

上
総
国
へ
の
伝
来
の
可
能
性
を
提
示
し
た
先
の
自
説
を
改
め
る
こ
と
と
な
る

が
、
古
今
集
秘
事
の
地
方
へ
の
伝
播
を
示
す
例
と
し
て
有
意
義
と
考
え
、
以
下

考
察
を
行
う
。

二
．
「
古
今
大
事
」
の
伝
本
に
つ
い
て

古
今
集
の
古
注
釈
書
や
秘
伝
書
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
名
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
内
容
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
同
一
の
書
名
で
伝
え
ら
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「
古
今
大

事
」
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
伝
書
を
確
認
し
て
み
な
け
れ
ば
、
異
本
と
い
う

べ
き
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
膨
大
な
作
業
と
な

る
た
め
、『
伝
本
書
目
』、
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
国

書
D 

B
）6
、
そ
の
他
の
書
目
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
「
古
今
大
事
」
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
伝
本
を
照
合
し
、
現
時
点
で
の
最
低
限
の
整
理
を
し
て
お

き
た
い
。

●
『
伝
本
書
目
』
一
四
六
～
一
四
七
頁

『
古
今
大
事
』
と
し
て
四
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
便
宜
上
丸
付
番
号
を
付
す
。

①
京
都
大
学
文
学
部
閲
覧
室
（
国
文
）

②
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
狩
野
文
庫

③
（
古
今
大
事
・
阿
古
根
浦
口
伝
）
川
上
新
一
郎
＝
④
／
古
今
大
事
＝
②

④
（
古
今
大
事
・
阿
古
根
浦
口
伝
）
神
宮
文
庫

7

●
国
文
学
資
料
館
国
書
D 

B

「
古
今
大
事
」
の
著
作
検
索
で
二
件

8
が
該
当
す
る
。

①
著
作ID

　

966074

統
一
書
名　

古
今
大
事
（
こ
き
ん
だ
い
じ
）

（3）



巻
冊　

一
冊

国
書
所
在　

【
写
】
東
北
大
狩
野
，
［
補
遺
］
京
都
府

著
作
ソ
ー
ス　

『
国
書
総
目
録
』
所
収
，
1

書
誌
件
数
：
2
件

1　

古
今
大
事
，
内
藤
く
す
り
大
同
，
写
，
他
機
関
目
録
，29238302

2　

 

古
今
大
事
，
京
都
府
歴
彩
，351-0055-002

，
写
，
1
冊
，
マ
イ
ク
ロ
／

デ
ジ
タ
ル
，100171960

②
著
作ID

　

966085

統
一
書
名　

古
今
大
事
／
同
和
歌
集
註
（
こ
き
ん
だ
い
じ
／
ど
う
わ
か
し
ゅ

う
ち
ゅ
う
）

巻
冊　

一
冊

国
書
所
在　

【
写
】
京
大

著
作
ソ
ー
ス　

『
国
書
総
目
録
』
所
収
，
1

国
書
D 

B
①
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
基
づ
き
、
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
と
内

藤
記
念
く
す
り
博
物
館
大
同
薬
室
文
庫
蔵
本
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵

本
が
同
じ
著
作
I 

D
の
も
と
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
大
同
薬
室
文
庫
蔵
本

9
の
画
像
デ
ー

タ
を
入
手
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
東
北
大
狩
野
文
庫
本
と
同
じ
内
容
（
た
だ

し
末
尾
を
欠
く
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
『
伝
本
書

目
』
①
～
④
に
⑤
と
し
て
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

も
う
一
書
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本
は
、
京
都
府
立
図
書
館
か
ら

移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
書
D 

B
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る

10
。

こ
れ
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
と
も
国
書
D 

B
②
と
も
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
奥
書
に
「
此
書
者
後
光
巖
院
御
震
翰
以
寫
之
也
」
、
跋
に
「
己
上
古
今
大

事
也
〻
　〻

心
さ
し
あ
さ
か
ら
ん
人
に
は
あ
ら
て　

つ
た
ふ
へ
か
ら
さ
る
状
如

件　

永
仁
五
年
三
月
十
三
日
」
と
あ
る
も
の
の
写
し
で
、『
伝
本
書
目
』11
三
八

頁
に
「
大
江
広
貞
注
関
連
［
古
今
集
極
秘
之
大
事
］
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

も
の
の
一
つ
で
あ
る

12
。
国
書
D 

B
で
も
「
古
今
集
極
秘
之
大
事
」
が
立
て
ら

れ
て
い
て
、
内
容
的
に
は
こ
ち
ら
に
収
載
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

「
赤
人
之
事
」
は
前
述
の
『
古
歌
抄
』
と
同
じ
説
を
唱
え
て
お
り
、
上
総
国
に

触
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
国
書
D 

B
②
、
現
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
の
書

は
、
書
名
が
異
な
る
た
め
別
の
著
作
I 

D
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
古

今
大
事
」
の
部
分
は
、
①
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
古
今
大
事
」
と
は
『
古
今
集
』
に
関
す
る
「
大
事
」
と
い
っ

た
よ
う
な
意
味
で
、
書
名
と
し
て
は
や
や
不
確
実
さ
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。
今
後
、
伝
本
を
探
索
す
る
場
合
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

三
．
「
古
今
大
事
」
三
書
の
概
略

二
の
確
認
を
ふ
ま
え
、
人
丸
赤
人
二
名
一
人
説
、
上
総
国
か
ら
の
上
京
説
を

唱
え
る
三
書
の
概
要
を
改
め
て
比
較
す
る
。

① 
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
『
古
今
大
事
／
同
和
歌
集
註
』 

同
館
提
供
の
モ
ノ
ク
ロ
複
写
に
よ
る
。

（4）



② 

東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
『
古
今
大
事
（
柿
本
人
丸
事
蹟
）
』 

 

東
北
大
学
総
合
知
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

13
に
よ
る
。

⑤ 
内
藤
く
す
り
博
物
館
大
同
文
庫
蔵
本
『
古
今
大
事
』 

 
同
館
提
供
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
。

ま
ず
内
題
を
書
き
出
し
て
概
要
を
示
す
と
下
表
の
よ
う
に
な
る
。

た
だ
し
、
⑤
は
、
立
田
河
の
紅
葉
の
歌
に
関
す
る
説
の
前
で
途
切
れ
て
お

り
、
Ⅲ
の
後
ろ
約
三
分
の
一
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
本
文
の
最
終
丁
が
一
行
の

み
で
、
し
か
も
文
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
紙
に
罫
線
が
透
け
て
見

え
、
他
の
紙
と
異
な
る
よ
う
で
も
あ
る
。
何
ら
か
の
形
で
失
わ
れ
た
も
の
を

補
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
一
行
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
虫
損
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
単
純
な
落
丁
で
は
な
く
、
す
で
に
末
尾
が
欠
落
し

て
い
た
も
の
を
書
写
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
書
の
う
ち
①
は
、
外
題
が
「
古
今
大
事
同
歌
集
注
」
と
な
っ

て
い
る
。
④
神
宮
文
庫
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
片
桐
洋
一
氏
の
解
題

14
と
翻
刻

15

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
内
容
と
外
題
の
あ
り
よ
う
も
同
様
で
、
外
題
「
古
今
大

事
・
阿
古
根
浦
口
伝
」
に
対
し
て
、
「
古
今
大
事
」
は
内
容
と
し
て
は
「
赤
人

之
事
口
伝
曰
…
…
」
と
「
古
今
一
首
大
々
大
事　

口
傳
書
」
（
「
ほ
の
ぼ
の
と
」

の
解
釈
）
の
部
分
を
指
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
古
今
大
事
」
と
は
、
Ⅱ
Ⅲ
部

分
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
の
比
較
と
精
査
は
稿
を
改
め
た
い
が
、
片
桐
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

Ⅱ
、
Ⅲ
、
い
ず
れ
も
「
三
流
抄
」
の
流
れ
に
あ
る
伝
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
に
つ
い
て
「
三
流
抄
」
に
は
、
流
罪
と
な
っ
た
人
丸
が
赤
人
に
改
名
し
て

都
に
戻
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
人
丸
と
赤
人
が
同
等
と
さ
れ
な
が

ら
、
赤
人
の
和
歌
が
一
首
も
入
集
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
疑
義
に
対
し
て
、「
答

曰
、
此
段
、
古
今
ノ
中
ノ
大
事
也
。
別
ニ
口
伝
有
」16
と
し
て
い
る
。
こ
の
口

伝
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

Ⅲ
に
つ
い
て
は
片
桐
氏

17
が
、
神
宮
文
庫
本
『
古
今
秘
歌
集
阿
古
根
口
伝
』

所
収
の
「
古
今
一
首
大
々
大
事
口
伝
書
」
と
諸
書
と
の
比
較
か
ら
、
こ
れ
が

『
古
今
和
歌
集
序
聞
書　

三
流
抄
』
や
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
と
同
じ
系

統
に
あ
り
な
が
ら
、
両
書
を
さ
ら
に
敷
衍
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
、
と
し
て

い
る
。
「
ほ
の
ぼ
の
と
…
…
」
の
和
歌
を
宗
祇
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』
が

あ
く
ま
で
羈
旅
歌
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
こ
の
一
首
に
和
歌

の
六
義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
全
て
の
語
に

（5）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

古
今
一
首
大
之

大
事
口
傳
書

古
今
大
㕝

古
今
和
歌
集
注

①

古
今
一
首
大
之

大
事
・
口
傳
書

古
今
大
事

②

古
今
一
首
大
々

大
事　

口
傳
書

古
今
大
事

⑤

「
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧

に
島
か
く
れ
行
く
船
を
し
ぞ
思

ふ
」
の
和
歌
以
下
、
秘
事
を
述

べ
て
い
る
。
「
面
授
口
決
に
曰

く
」
と
し
て
九
品
和
歌

赤
人
之
事
口
伝
。
人
丸
が
聖
武

天
皇
の
后
光
明
皇
后
を
犯
し
た

罪
に
よ
り
、
上
総
国
山
辺
に
配

流
さ
れ
た
が
、
帝
の
師
読
と
し

て
赦
免
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、

姓
を
山
辺
と
し
、「
赦
」
の
字
を

略
す
と
「
赤
」
と
な
る
こ
と
か

ら
、
赤
人
と
改
名
し
た
。
そ
の

他
の
諸
説
。

仮
名
序
の
注
。
語
句
ご
と

概
要



比
喩
的
意
味
を
見
出
し
、
仏
教
的
観
点
か
ら
附
会
に
よ
る
解
釈
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

次
に
奥
書
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
い
ず
れ
も
私
の
翻
刻
を
末
尾
の
【
資
料

1
】
に
挙
げ
る
。

①
と
②
は
、
本
奥
書
「
嘉
暦
二
年
八
月
日
」
と
書
写
奥
書
「
長
禄
戊
寅
七
月

廿
日
以
法
雲
（
①
は
「
以
」
と
「
禅
下
」
の
間
の
文
字
が
判
読
不
能
）
禅
下
ゝ

本
書
之
」
、
ま
た
、
「
文
明
六
年
甲
午
春
二
月
九
日
乙
丑　

上
総
介
源
朝
臣
忠

直
」
の
書
写
奥
書
と
そ
の
経
緯
が
微
細
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
共
通
し
て

い
る
。
①
に
は
さ
ら
に
丁
を
変
え
、
本
文
や
奥
書
と
全
く
異
な
る
筆
跡
の
散
ら

し
書
き
で
入
手
時
の
記
録
と
思
わ
れ
る
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
②

に
は
、
宗
栁
、
祐
心
の
書
写
奥
書
が
続
い
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
井
上
氏
は
、「
長
禄
の
奥
書
は
信
ず
る
事
が
で
き
そ
う
だ
が
、

嘉
暦
二
年
と
い
う
年
時
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
明

石
市
の
人
丸
山
月
照
寺
蔵
「
人
丸
縁
起
」18
に
も
「
嘉
暦
二
年
五
月
廿
五
日
」
の

年
記
が
見
ら
れ
る
。
「
人
丸
縁
起
」
も
内
容
的
に
「
三
流
抄
」
の
影
響
下
に
な

る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
、
Ⅱ
Ⅲ
と
近
似
す
る
。
「
嘉
暦
二
年
…
…
」
の
後
さ
ら

に
「
元
和
六
年
庚
申
暦
菊
月
吉
辰
前
永
平
雲
龍
現
住
応
室
偆
諾
老
衲
書
写
」
と

の
書
写
奥
書
が
あ
る
た
め
、
嘉
暦
二
年
の
年
記
も
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
「
古
今
大
事
」
の
そ
れ
と
背
景
を
同
じ
く
す
る
可
能
性
を
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

戻
っ
て
、
⑤
は
、
前
述
の
と
お
り
本
文
自
体
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
て
本
奥

書
、
書
写
奥
書
い
ず
れ
も
な
い
。
た
だ
し
、
最
後
に
同
書
の
由
来
と
扱
い
に
つ

い
て
、「
九
條
殿
の
御
家
相
伝
之
和
書
」
で
あ
っ
た
が
、「
さ
る
子
細
」
に
よ
っ

て
密
か
に
外
に
出
た
も
の
で
あ
る
、
「
努
〻
他
見
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
の
筆
跡
は
、
本
文
と
同
じ
に
み
え
る
。

年
記
が
な
い
た
め
、
「
九
條
殿
」
を
比
定
す
る
手
が
か
り
も
な
い
が
、
図
書

寮
文
庫
蔵
の
九
条
幸
家
（
一
五
八
六
～
一
六
六
五
）
が
記
し
た
古
今
伝
受
関
連

目
録

19
に
は
、「
後
浄
土
寺
殿
」
す
な
わ
ち
九
条
道
房
（
一
六
〇
九
～
一
六
四
七
）

筆
に
な
る
「
古
今
大
事
」
が
み
え
る
。
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
「
古
今
大

事
」
は
な
い
と
の
こ
と

20
だ
が
、
⑤
の
「
古
今
大
事
」
が
流
出
し
た
そ
れ
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
．
文
明
年
間
の
「
上
総
介
」

さ
て
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
「
古
今
大
事
」
は
「
山
辺
赤
人
之
事
」
と

「
古
今
一
首
大
々
大
事
口
伝
書
」
か
ら
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
①
②
の
本
奥

書
と
書
写
奥
書
は
、
こ
の
部
分
に
対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
上

総
介
源
朝
臣
忠
直
」
に
つ
い
て
人
物
比
定
を
試
み
る
。

文
明
前
後
の
時
期
の
房
総
に
お
け
る
「
上
総
介
」
に
つ
い
て
、
従
来
は
上
総

武
田
氏
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
石
橋
一
展
氏

21
が
享
徳
の
乱
（
享
徳

三
年
〔
一
四
五
五
〕
一
二
月
二
七
日
～
文
明
一
四
年
〔
一
四
八
三
〕
一
一
月

二
七
日
）
期
に
み
え
る
「
上
総
介
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
「
応
永
期
～
享
徳
の

乱
期
に
登
場
す
る
「
上
総
（
権
）
介
」
は
平
安
～
鎌
倉
期
の
上
総
介
を
継
承
す

る
千
葉
系
上
総
氏
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
千
葉
氏
も
上
総
氏
も

平
姓
で
あ
る
。

さ
ら
に
全
国
に
目
を
向
け
て
、
文
明
年
間
に
「
上
総
介
」
を
称
し
て
い
た
者

（6）



を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
検
索
す
る
と
、
仁
保
弘

有
、
今
川
義
忠
、
茂
木
治
興
、
吉
賀
江
匡
安
、
上
津
浦
邦
種
、
細
川
勝
久
、
隈

部
忠
直
な
ど
複
数
の
人
物
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
源
姓
で
あ
る
の
は
、
茂
木
、
隈
部
、
細
川
で
あ
る
が
、「
古

今
大
事
」
書
写
奥
書
の
文
明
六
年
に
「
上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
を
称
す
る
人
物

と
し
て
一
致
す
る
の
が
肥
後
の
隈
部
忠
直
で
あ
る
。
隈
部
氏
は
、
忠
直
の
父
朝

直
、
忠
直
を
経
て
、
子
親
朝
も
上
総
介
を
称
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
文
明
年
間

に
忠
直
が
「
上
総
介
」
を
称
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
が
い
く
つ
か
あ
る
。

先
の
史
料
編
纂
所
D 

B
で
検
出
さ
れ
た
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
一
一
月

二
十
二
日
沙
弥
洞
然
（
相
良
長
国
）
長
状

22
で
は
、
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）

の
馬
門
原
の
戦
い
の
折
り
に
菊
池
重
朝
家
臣
と
し
て
「
城
右
京
亮
、
隈
部
上
総

介
」
が
奮
闘
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
藤
崎
宮
草
創
由
来
記
』
（
『
藤
崎
宮
霊
鐘
記
』
と
も
。
『
肥
後
国
誌
』

巻
二
な
ど
所
収
）
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
五
月
一
四
日
に
菊
池
重
朝
に

よ
っ
て
藤
崎
宮
で
行
わ
れ
た
法
楽
一
千
句
連
歌
和
歌
賦
に
言
及
し
、
末
尾
に
漢

詩
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
作
者
「
臣
総
州
刺
史
」
に
つ
い
て
「
私
云
隈
部
上
総

介
忠
直
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
八
月
に

隈
府
に
お
い
て
行
わ
れ
た
万
句
連
歌
、
い
わ
ゆ
る
菊
池
万
句
（
弘
治
二
年

（
一
五
六
六
）
城
親
賢
書
写
「
隈
府
一
日
興
行
万
句
連
歌
発
句
」）23
に
「
月
葛
」

題
の
発
句
「
葛
や
て
る
月
一
し
ほ
の
木
の
間
か
な
」
が
「
隈
部
上
総
介
忠
直
」

の
名
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
隈
部
氏
が
源
姓
を
称
し
て
い
た
こ
と
は
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）

五
月
二
五
日
の
「
隈
部
忠
直
母
供
養
塔
銘
文
」
に
「
兵
部
侍
郎
源
忠
直
之
母
」

「
源
氏
朝
豊
之
室
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
隈
部
氏
が
源
氏
を
当
時
称
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る

24
。

隈
部
氏
は
、
清
和
源
氏
源
満
仲
を
祖
と
し
、
第
八
代
頼
治
よ
り
居
城
地
大
和

国
宇
智
郡
宇
野
荘
に
よ
り
宇
野
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
（
よ
っ
て
、
大
和
源

氏
と
も
）
。
そ
し
て
、
第
一
〇
代
目
宇
野
親
治
は
、
保
元
の
乱
に
て
平
基
盛
と

の
合
戦
に
敗
れ
て
捕
虜
と
な
り
、
戦
後
赦
免
さ
れ
て
本
拠
地
大
和
に
戻
っ
た
。

そ
の
後
、
肥
後
菊
池
預
か
り
の
身
と
な
り
、
下
向
の
の
ち
菊
池
の
家
臣
と
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
六
代
目
持
直
が
同
国
山
鹿
郡
上
水
野
郷
隈

部
（
現
熊
本
県
山
鹿
市
菊
鹿
町
）
に
土
着
し
て
米
山
城
に
入
り
、
さ
ら
に
隈
部

城
の
地
名
か
ら
隈
部
の
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
。
赤
星
氏
・
城
氏
と
と
も
に
菊
池

三
家
老
と
称
さ
れ
た
が
、
主
家
菊
池
氏
が
衰
退
す
る
と
と
も
に
独
立
し
た
。

忠
直
（
一
四
二
六
～
一
四
九
四
）
は
、
満
仲
か
ら
数
え
て
二
十
二
代
、
隈
部

家
七
代
目
で
、
幼
名
常
若
丸
、
兵
部
大
輔
上
総
介
と
称
し
た
。
法
名
天
倫
東

人
。
菊
池
家
の
一
九
代
持
朝
、
二
〇
代
為
邦
、
二
一
代
重
朝
に
仕
え
た
。

隈
部
氏
に
関
す
る
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
忠
直
は
文
武

に
優
れ
、
顕
著
な
業
績
を
残
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
確
か
な
足
跡
が
辿
れ
る
。

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
六
九
歳
の
没
な
の
で
、
『
古
今
大
事
』
書
写
の
文
明

六
年
に
は
四
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
年
代
と
し
て
も
適
合
す
る
。

た
だ
し
、
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。
①
京
大
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵

本
『
古
今
大
事
』
の
署
名
お
よ
び
花
押
と
、
忠
直
自
筆
の
書
状
の
そ
れ
と
が
大

き
く
異
な
る
の
で
あ
る
（
本
論
文
末
尾
【
資
料
2
】
に
掲
載
）
。

一
般
的
に
一
人
の
人
物
が
生
涯
の
う
ち
に
花
押
を
変
更
し
た
例
は
あ
る
が
、

署
名
の
筆
跡
も
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
①
の
書
写
奥
書
自
体
、
忠
直
本
人

（7）



の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
考
え
ら
れ

る
の
は
、
①
②
は
忠
直
書
写
本
の
書
写
本
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
①
が
忠
直
書

写
を
装
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
忠
直
の
和
歌
史
上
の
存
在

感
か
ら
い
え
ば
後
者
は
考
え
に
く
く
、
妥
当
な
の
は
前
者
で
あ
ろ
う
。

五
．
隈
部
忠
直
に
つ
い
て

隈
部
氏

25
に
つ
い
て
は
、
『
肥
後
国
誌
』
な
ど
各
書
、
ま
た
関
係
資
料
を
集

成
し
た
『
清
和
源
氏
隈
部
家
代
々
物
語
』
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
隈
部
氏
お
よ
び
忠
直
の
文
学
的
環
境
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
川
添
昭
二
氏
は
、
中
世
九
州
に
お
け
る
文
芸
活
動
と
そ
の
環
境
に
つ

い
て
左
の
二
書
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
肥
後
の
菊
池
氏
の
事
蹟
も
重
視

し
て
い
る
。

『
中
世
九
州
の
政
治
・
文
化
史
』
海
鳥
社
、
二
〇
〇
三
年

『
中
世
文
芸
の
地
方
史
』
法
蔵
館
文
庫
、
二
〇
二
四
年
（
←
平
凡
社　

一
九 

八
二
年
）
第
八
章　

宗
祇
の
見
た
九
州　

五　

菊
池
氏
と
相
良
氏

川
添
氏
は
、
ま
ず
大
内
教
弘
・
政
弘
の
動
向
か
ら
「
周
防
、
長
門
を
根
拠
と

す
る
大
内
氏
の
筑
前
・
豊
前
支
配
に
よ
っ
て
北
九
州
の
文
化
は
大
内
文
化
の
影

響
下
に
育
成
さ
れ
た
。
文
芸
も
そ
の
埒
外
で
は
な
か
っ
た
」
と
し
、
宗
祇
の
動

向
も
み
た
う
え
で
、
「
宗
祇
の
九
州
文
芸
に
与
え
た
影
響
は
筑
前
に
限
ら
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
直
接
赴
い
て
は
い
な
い
が
、
肥
後
・
薩
摩
へ
の
影
響
は

深
い
」
と
し
て
、
菊
池
氏
・
相
良
氏
と
そ
の
周
辺
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
特
に
こ
の
地
方
の
文
教
面
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
の
が
菊
池
為
邦
、
重

朝
で
あ
っ
た
が
、
臣
の
隈
部
忠
直
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

前
出
の
も
の
も
含
め
、
菊
池
重
朝
と
隈
部
忠
直
の
文
学
関
係
の
著
名
な
事
蹟

を
年
代
順
に
挙
げ
る

26
。

文
明
四
年　

孔
子
堂
の
建
立

文
明
八
年
五
月
一
四
日　

藤
崎
宮
に
て
法
楽
一
千
句
連
歌
和
歌
詩

文
明
八
年　

清
源
寺
季
材
明
育
が
上
京
す
る
際
の
送
別
の
詩

文
明
九
年　

孔
子
堂　

釈
奠　

桂
庵
玄
樹
を
招
い
て

文
明
一
三
年
八
月　

菊
池
万
句

27

こ
の
文
明
期
の
連
歌
の
興
隆
に
つ
い
て
森
山
恒
雄
氏
は
、
「
当
時
、
九
州
に

お
け
る
連
歌
の
一
中
心
地
は
太
宰
府
天
満
宮
で
あ
っ
た
が
、
…
…
玉
名
・
菊
池

郡
一
帯
に
太
宰
府
安
楽
寺
領
が
存
在
し
、
そ
の
外
護
に
菊
池
氏
が
当
た
っ
た
こ

と
が
寄
与
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

28
。
こ
こ
で
も
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
五
山
僧
と
の
係
わ
り
で
あ
る

29
。

文
明
九
年
の
孔
子
堂
釈
奠
に
お
い
て
重
朝
と
忠
直
が
詠
ん
だ
漢
詩
は
京
都
に

ま
で
聞
こ
え
、
五
山
僧
た
ち
が
読
誦
し
た
と
い
う

30
。
ま
た
、
文
明
八
年
に
清

源
寺
の
季
材
明
育
が
京
に
上
る
際
に
送
別
の
詩
を
交
わ
し
た
こ
と
が
、
希
世
霊

彦
『
村
菴
稿
』
や
横
川
景
三
『
補
菴
京
華
集
』（「
總
州
源
公
忠
直
有
餞
詩
…
…
」）

に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
明
育
）

次
隈
部
送
清
源
季
材
詩
韵

隈
部
源
忠
直
、
乃
肥
州
刺
史
菊
池
公
幕
下
之
賢
佐
也
、
最
以
武
畧
称
、
兼

源
師
北
上
時
、
作
詞
贐
焉
、
師
在
京
師
、
索
和
於
諸
公
、
以
為
使
帰
之

（8）



献
、
予
雖
老
、
亦
竊
吹
其
数
云

（
希
世
霊
彦
『
村
菴
稿
』
下
）31

希
世
霊
彦
は
こ
こ
で
忠
直
を
「
賢
佐
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
君
で
あ
っ
た

重
朝
も
天
隠
龍
沢
『
黙
雲
藁
』
に
て
「
賢
士
大
夫
」
と
さ
れ
、
好
学
の
徒
で

あ
っ
た
こ
と
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。

「
古
今
大
事
」
の
書
写
奥
書
に
は
「
法
雲
禅
下
之
本
」
を
書
写
と
あ
る
が
、

「
上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
が
隈
部
忠
直
だ
と
す
る
と
、
重
朝
・
忠
直
が
五
山
僧

か
ら
入
手
し
た
本
で
あ
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

「
上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
に
よ
る
奥
書
に
は
、
こ
う
し
た
重
朝
と
忠
直
の
学

問
や
文
学
を
め
ぐ
る
関
係
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
右

本
者
依　

君
命
奉
授
此
大
事
等
於　

藤
府
君
之
間
任
本
令
書
写
者
也
」
の
「
君

命
」
と
は
菊
池
重
朝
の
命
、
「
藤
府
君
」
を
重
朝
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
そ

う
で
あ
る
。
菊
池
は
藤
原
氏
で
あ
る
。

さ
ら
に
周
辺
資
料
と
し
て
大
変
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
川
添
氏
は
、
京
都

の
貴
顕
と
の
間
の
文
芸
交
流
の
例
と
し
て
、
『
晴
富
宿
禰
記
』
文
明
一
一
年

（
一
四
七
九
）
一
二
月
一
六
日
条
を
挙
げ
て
い
る

32
。

後
福
光
園
院
殿
御
筆
肥
後
菊
池
人
丸
事
、
被
染
御
筆
、
成
軸
被
懸
御
座

敷
、
可
注
遣
大
内
左
京
大
夫
之
由
被
仰
之
間
申
請
、
今
日
返
上
、

33

後
福
光
園
院
殿

34
、
す
な
わ
ち
二
条
良
基
（
一
三
二
〇
～
一
三
八
八
）
の
筆

に
成
る
「
肥
後
菊
池
人
丸
事
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
「
成
軸

被
懸
御
座
敷
」
と
あ
る
の
で
図
像
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
記
事
は
菊
池

氏
に
人
丸
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

「
大
内
左
京
大
夫
」
は
大
内
政
弘
で
あ
る
。
菊
池
氏
は
、
大
内
氏
と
大
友
氏

の
対
立
の
な
か
で
前
者
に
近
く
、
反
幕
府
的
姿
勢
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
35
。
大
内
政
弘
は
多
く
の
書
物
の
収
集
、
書
写
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
面
に

お
い
て
も
北
九
州
の
文
芸
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
端

で
あ
る
が
、
筑
前
国
秋
月
弘
種
が
二
条
為
世
筆
『
古
今
集
』
を
献
じ
て
い
る

（
『
正
任
記
』
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
一
〇
月
九
日
条
）36
。
弘
種
は
、
重

朝
や
忠
直
同
様
、
季
材
明
育
が
上
京
す
る
と
き
に
同
じ
句
詩
を
送
っ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
せ
い
か
弘
種
を
肥
後
の
者
と
記
し
た
資
料
も
あ
る
。
古
今
集
秘
伝

と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
が
、
北
九
州
の
地
に
『
古
今
集
』
の
貴
重
な
書
写
本

が
流
れ
て
い
た
事
実
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

六
．
東
北
大
狩
野
文
庫
本
の
書
写
相
伝

最
後
に
②
東
北
大
狩
野
文
庫
本
に
み
え
る
書
写
相
伝
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。
②
に
は
少
な
く
と
も
五
つ
の
段
階
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

長
禄
戊
寅
＝
二
年
（
一
四
五
八
）
七
月
二
〇
日　

「
法
雲
禅
下
ゝ
」

文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
二
月
九
日　

上
総
介
源
朝
臣
忠
直

夢
庵
老
師
御
自
筆
本　

宗
栁

慶
長
七
年
一
二
月
下
旬　

祐
心

忠
直
書
写
本
は
、
次
に
「
夢
庵
老
師
」
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
そ
れ
を
宗
栁

が
書
写
し
た
よ
う
だ
。

（9）



「
夢
庵
」
は
連
歌
師
肖
柏
（
一
四
四
三
～
一
五
二
七
）
の
号
で
あ
る
。
肖
柏

は
、
和
歌
を
飛
鳥
井
宗
雅
、
連
歌
を
宗
祇
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
宗
祇
か
ら

『
古
今
集
』『
源
氏
物
語
』
の
秘
伝
を
受
け
、
大
阪
池
田
の
領
主
池
田
一
門
に
伝

え
た
。
さ
ら
に
晩
年
、
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
に
和
泉
国
堺
に
移
住
し
、

こ
こ
で
古
今
伝
授
の
一
流
派
で
あ
る
堺
伝
授
お
よ
び
奈
良
伝
授
の
祖
と
な
っ
た
。

宗
栁
の
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
天
正
か
ら
慶
長
の
頃
に
活
躍
し
た
連
歌

師
で
堺
の
人
で
あ
る
。
等
恵
（
堺
阿
弥
陀
堂
の
住
僧
。
肖
柏
の
弟
子
宗
珀
か
ら

古
今
伝
授
を
受
け
た
）
に
連
歌
を
学
び
、
古
今
伝
授
を
受
け
、
祐
心
・
空
盛
・

盛
誉
ら
に
伝
授
し
た
。
祐
心
は
、
堺
源
光
寺
第
十
一
世
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
北
大
狩
野
文
庫
本
は
、
堺
伝
授
に
お
い
て
書
写
継
承
さ
れ
て

き
た
と
い
え
よ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
肖
柏
以
下
、
宗
祇
系
の
伝
授
を
受
け
て

い
る
の
に
対
し
て
、
前
述
の
「
古
今
大
事
」
は
宗
祇
系
と
は
秘
説
の
解
釈
説
明

の
態
度
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
授
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
幅
広

く
学
ぶ
の
が
実
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
源
朝
臣
忠
直
」
が
肥
後
の
隈

部
忠
直
だ
と
す
れ
ば
、
堺
の
肖
柏
に
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
わ
っ
た
の
か
も
興
味

深
い
。

七
．
お
わ
り
に

以
上
、
「
古
今
大
事
」
の
三
書
の
概
略
を
確
認
整
理
し
た
う
え
で
、
書
写
者

「
上
総
介
源
朝
臣
忠
直
」
に
隈
部
忠
直
を
比
定
す
る
に
至
っ
た
。
書
写
奥
書
の

署
名
（
①
②
）
と
花
押
（
①
）
と
、
書
状
に
み
え
る
忠
直
自
筆
の
署
名
と
花
押

が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
菊
池
重
朝
と
忠
直
に
よ
る

文
芸
活
動
を
勘
案
す
る
に
、
「
古
今
大
事
」
の
享
受
の
あ
る
段
階
で
、
菊
池
重

朝
の
命
に
よ
り
隈
部
忠
直
が
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
を
想
定
す
る
に
足
る
材
料

は
揃
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
肥
後
の
中
世
文
学
は
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
こ
に
『
古
今
集
』
を
め
ぐ
る
秘
事
相
伝
の
可
能
性
を
加
え
た
い
。

赤
人
上
総
国
山
辺
郡
出
身
説
を
考
え
る
う
え
で
、
今
回
は
「
上
総
介
」
に
着

目
し
た
の
で
あ
る
が
、
「
古
今
大
事
」
の
柱
を
成
す
「
山
辺
赤
人
之
事
」
と
人

丸
詠
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
に
関
す
る
秘
説
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
た
い
。

謝
辞本

稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
よ
り
『
古

今
和
歌
集
註
古
今
大
事
』
の
モ
ノ
ク
ロ
複
写
、
内
藤
く
す
り
博
物
館
よ
り
『
古

今
大
事
』
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
御
提
供
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
熊
本
県
立
図
書

館
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
は
『
玉
名
市
史
3
』
に
隈
部
忠
直
の
花
押
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
資
料
1
】　

奥
書
の
翻
刻

①
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本

本
云嘉

暦
二
年
八
月
日

又
云長

禄
戊
寅
七
月
廿
日
以
法
即
禅
下
之
本
書
之

右
本
者
依　

君
命
奉
授
此
大
事
等
於　

藤
府
君
之

間
任
本
令
書
写
者
也
悪
筆
老
眼
之
至
極
非
一

雖
然
唯
依
唯
此
道
之
深
秘
不
許
他
筆
処
處
也

文
明
六
年
甲
午
二
月
九
乙
丑　

上
総
介
源
朝
臣
忠
直
（
花
押
）

②
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本

本
云嘉

暦
二
年
八
月
日

又
云長

禄
戊
寅
七
月
廿
日
以
法
雲
禅
下
之
本書

之

右
本
者
依　

君
命
授
此
大
事
等　

於

藤
府
君
之
間
任
レ

本
令
書
与
者
也
悪

筆
老
眼
之
至
醜
拙
非
レ

一
ニ

雖
然
唯
依

出
此
道
之
深
秘
不
ルレ

許
レ

他
筆
処
也
文
明

六
年
甲
午
春
二
月
九
日
乙
丑

上
総
介
源
朝
臣
忠
直
判

右
本
者
夢
庵
老
師
御
自
筆
本　

宗
栁

写
給
処
再
書
仕
候
処
也

慶
長
七
年
十
二
月
下
旬　
　

祐
心
判

【
資
料
2
】
署
名
と
花
押

○
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本

○
隈
部
忠
直
書
状
の
花
押
写
真

① 

菊
池
市　

古
文
書
・
近
現
代
資
料
（
資
料
グ
ル
ー
プ
）　

紙
本
墨
書
菊
池
神

社
文
書　

文
明
一
〇
年
八
月
七
日　

忠
直
が
菊
池
持
朝
三
十
三
回
忌
に
正

観
寺
に
龍
虎
の
屏
風
一
双
を
寄
進
し
た
書
状

（11）



② 
『
玉
名
市
史
3
』
資
料
編
5
（
古
文
書
）
玉
名
市　

一
九
九
三
年　

三
二
〇

頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

二
〇
二
五
年
八
月
一
日

閲
覧
）　

永
正
年
間　

九
月
二
六
日　
　

家
わ
け
廣
福
寺
文
書　

八
七　

隈

部
忠
直
書
状
花
押
（
二
三
五
頁
に
翻
刻
）

【
注
】

1 

「
上
総
国
山
辺
郡
の
赤
人
伝
承
の
背
景
―
現
地
資
料
の
側
か
ら
」『
城
西
国
際
大
学

紀
要
』
第
三
〇
（
二
）
、
二
〇
二
一
年
。

2 

斯
道
文
庫
書
誌
叢
刊
7
、
勉
誠
社
、
二
〇
〇
七
年
。

3 

『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

南
北
朝
期　

改
訂
新
版
』
明
治
書
院　

一
九
八
七
年

三
三
五
頁
。

4 

『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期　

改
訂
新
版
』
風
間
書
房　

一
九
六
一
年
初

版
、
一
九
八
一
年
改
訂
、
二
二
六
頁
。

5 

「
三
条
西
家
古
今
学
沿
革
資
料
襍
攷
―
実
隆
・
公
条
・
実
枝
、（
附
）
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
『
実
条
公
遺
稿
』（
部
分
）
翻
刻
―
」『
埼
玉
大
学
紀
要 

人
文
科
学
篇
』
三
四
、 

一
九
八
五
年
、
二
三
頁
。

6 https://kokusho.nijl.ac.jp/

7 

未
見
。
伝
本
書
目
に
よ
れ
ば
、
外
題
「
古
今
秘
哥
集
阿
古
根
傳
」
、
内
題
「
古
今

秘
哥
集
阿
古
根
傳
、
古
今
大
事
」
。
古
今
秘
哥
集
阿
古
根
傳
に
つ
い
て
は
岡
見
正

雄
編
『
室
町
ご
こ
ろ　

中
世
文
学
資
料
集
』
角
川
書
店　

一
九
七
八
年
、
二
一
〇
～

二
一
六
頁
に
、「
古
今
大
事
」
の
一
部
「
古
今
一
首
大
々
大
事
口
伝
書
」（
途
中
ま

で
）
に
つ
い
て
は
片
桐
洋
一
『
柿
本
人
麿
遺
聞
』
和
泉
選
書　

一
六
一
～
一
六
四

頁
に
、
片
桐
氏
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
。

8 

『
古
文
学
提
要
』
を
除
く
。

9 https://search.eisai.co.jp/php/valuable_detail.php

10 https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100171960/

11 

三
八
頁
。
永
仁
五
年
三
月
一
三
日
の
本
奥
書
を
持
つ
。

12 

井
上
氏
は
先
行
研
究
で
触
れ
た
「
古
歌
抄
」
と
現
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
「
古
今
大

事
」
の
後
半
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
前
掲
『
中
世
歌
壇
史
の
研

究　

南
北
朝
期　

改
訂
新
版
』
七
五
頁
）。
「
広
貞
注
」
に
つ
い
て
は
、
片
桐
「「
大

江
広
貞
注
」
と
そ
の
周
辺
」
（
『
中
世
古
今
集
注
釈
解
題
二
』
赤
尾
照
文
堂　

一
九
七
一
年　

七
五
～
一
一
一
頁
）
に
も
詳
し
く
、
八
四
頁
に
京
都
府
総
合
資
料

館
（
現
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）
の
「
古
今
大
事
」
を
『
古
歌
抄
』
の
伝

本
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

13  「
古
今
大
事
」 

 

https://touda.tohoku.ac.jp/portal/item
/10010000011707

14 

前
掲
『
室
町
ご
こ
ろ　

中
世
文
学
資
料
集
』
五
四
六
頁
。

15 

前
掲
注
7
。
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16 
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
二
』
赤
尾
照
文
堂　

一
九
八
一
年
、
二
七
二
頁
。

17 
前
掲
『
柿
本
人
麿
異
聞
』
一
六
四
頁
。

18 

明
石
市
教
育
委
員
会
『
明
石
市
史
資
料
』
第
五
集　

古
代
・
中
世
篇
、
一
九
八
五

年
、
五
二
三
～
二
五
八
頁
。

19 

『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
旧
蔵
古
今
集
注
』（
明
治
書
院
、
二
〇
二
三
年
）
の
解
題

の
中
に
翻
刻
が
あ
る
（
三
二
頁
）。
書
陵
部
に
よ
っ
て
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/View
er/1000731930000

20 

書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

「
古
今
伝
受
関
連
目
録
」 

 

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/G
allery/c5dc68c11d1e4ac69c71f411dc359df0

21 

「
享
徳
の
乱
前
後
に
お
け
る
上
総
お
よ
び
千
葉
一
族
─
千
葉
次
郎
と
上
総
介
─
」

『
千
葉
い
ま
む
か
し
』
二
七
、
二
〇
一
四
年
。

22 

「
洞
然
居
士
状
」
と
も
。
下
相
良
氏
の
事
績
を
記
し
た
も
の
。

23 

菊
池
市
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

古
文
書
・
近
現
代
資
料
（
資
料
グ
ル
ー
プ
）　

菊

池
万
句
（
目
録
）　https://adeac.jp/kikuchi-city/view

er/00005/dc-00005/

24 

阿
蘇
品
保
夫
「
〔
付
論
六
〕
隈
部
氏
関
係
基
礎
的
資
料
の
再
検
討
」
『
隈
部
館
跡
』

Ⅳ　

二
〇
〇
九
年
二
月
、
七
～
八
頁
に
よ
る
。
光
九
寺
（
現
光
九
庵
跡
。
西
迫
間
）

は
、
忠
直
が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
心
峯
山
光
九
禅
寺
を
建
立
開
山
し
た
と

い
う
。

25 

隈
部
親
養
編
『
文
献
集
成　

清
和
源
氏
隈
部
家
代
々
物
語
』
青
潮
社
、
一
九
七
二

年
、
二
三
～
三
七
頁
、
『
菊
鹿
町
文
化
財
調
査
報
告
第
2
集　

隈
部
館
跡
』
熊
本

県
鹿
本
郡
菊
鹿
町
教
育
委
員
会　

平
成
五
年
七
月
三
一
日
（
デ
ジ
タ
ル
版　

山
鹿

市
教
育
委
員
会　

二
〇
二
五
年
）
七
九
～
八
〇
頁
に
事
蹟
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

26 

忠
直
の
和
歌
に
関
す
る
事
蹟
は
、
前
掲
『
隈
部
家
代
々
物
語
』
二
九
頁
に
薩
摩
の

名
の
あ
る
歌
人
と
の
や
り
と
り
（
左
に
引
用
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
出
典
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

薩
州
に
て
名
の
あ
る
歌
人
、
忠
直
公
を
慕
い
て
来
り
、
執
心
三
年
滞
留
せ
し
と

ぞ
。
そ
の
詠
め
る
和
歌
に
、

　
　
　
　

誰
と
ぞ
は
い
ざ
し
ら
波
の
立
ち
よ
り
て　

お
と
す
る
迄
の
身
の
ほ
と
は
な
し

　
　

忠
直
公
返
歌
に

　
　
　
　

立
ち
よ
る
と
聞
け
ば
な
つ
か
し
敷
島
の　

み
ち
し
る
べ
せ
よ
和
歌
の
浦
波

27 

鈴
木
元
「「
菊
池
万
句
」
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
問
題
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査

研
究
報
告
』
三
六
、
二
〇
一
六
年
、
三
七
～
四
七
頁
に
出
詠
者
を
中
心
と
し
た
検

証
が
あ
る
。

28 

「
二
、
中
世
の
政
治
と
社
会
と
菊
池
川
」
熊
本
県
教
育
委
員
会
編
『
熊
本
県
文
化

財
調
査
報
告
』
第
九
一
集　

一
九
八
七
年
、
二
八
～
二
九
頁
。

29 

注
28
前
掲
。
川
添
『
中
世
文
芸
の
地
方
史
』
。

30 

注
28
前
掲
。

31 

『
五
山
文
学
新
集
』
二
巻　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
六
八
年
、
三
一
四
頁
。

32 

川
添
『
中
世
文
芸
の
地
方
史
』
。

33 

圖
書
寮
叢
刊　

宮
内
庁
書
陵
部　

明
治
書
院
。

34 
「
後
普
光
園
院
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
「
後
福
光
園

院
」
と
あ
る
。
「
後
福
光
園
院
摂
政
太
政
大
臣
良
基
公
百
首
和
歌
」、
東
寺
百
合
文

書
「
二
条
良
基
御
教
書
案　

応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
四
月
二
三
日
」
な
ど
。 

 

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100012426/1?ln=en 
 

https://hyakugo.pref.kyoto.lg.jp/contents/detail.php?id=24394
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35 
注
24
前
掲
。
一
七
頁
。

36 
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
お
う
ふ
う　

一
九
七
五
年
。
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A Study on the ‘Kokindaiji’ and Its Transcriber,  
“Kazusa-no-suke Minamoto no Tadanao”

Miyako Okada

Abstract

The Kokindaiji, thought to have been compiled from the late Kamakura to the Muromachi period, has 

been addressed only fragmentarily thus far, with no comprehensive study existing. Since there are 

multiple works bearing the same title, I first organized and verified them. Among the five texts that can 

be considered variant editions (including bound volumes), the copy at the Library of the Graduate 

School of Letters, Kyoto University and the copy at Kano Bunko of Tohoku University share nearly 

identical colophons, indicating they belong to the same lineage. I focused on the year and the person of 

copying “February 9, 1474: Kazusa-no-suke Minamoto no Tadanao.” I identified this figure as Kumabe 

Tadanao of Higo Province and pointed out that this can be considered part of the literary activities that 

flourished under Kikuchi Shigetomo, whom Tadanao served.

Keywords: ‘Kokindaiji’, Kazusa-no-suke, Tadanao Kumabe, kokindenju, Yamabe no Akahito no koto


